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網
走
地
本
第
20
回
定
期
大
会
開
催

全
単
組
総
支
部
が
意
思
統
一
！

網
走
地
方
本
部
は
10
月
24
日
・
25
日
の
両
日
、
北
見
市
温

根
湯
大
江
本
家
で
第
20
回
定
期
大
会
を
開
き
、
今
後
１
年
間
の

運
動
方
針
、
賃
金
確
定
期
に
向
け
た
た
た
か
い
や
来
夏
の
第
24

回
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
予
定
者
の
勝
利
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
を
全
単
組
総
支
部
で
確
認
し
た
。

大
会
は
、
２
日
間
で
81
名
（
う
ち
女
性
13
名
16.

０
％
）
が

参
加
し
た
。

大
会
冒
頭
、
武
山
執
行
委
員
長
は
「
今
年
度
の
人
事
院
勧
告
が

プ
ラ
ス
勧
告
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
多
く
が
地
方
公
務
員
に
は
な

い
「
地
域
手
当
」
に
配
分
さ
れ
、
各
自
治
体
に
お
い
て
人
事
院
勧

告
ど
お
り
と
な
っ

た
場
合
、官
民
較
差

の
解
消
に
は
な
ら

な
い
。年
内
の
差
額

支
給
を
最
低
条
件

と
し
、
２
０
１
５
賃

金
確
定
闘
争
勝
利

に
向
け
、
現
業
公
企

統
一
闘
争
と
結
合

し
、
し
っ
か
り
た
た

か
う
こ
と
。
ま
た
、

網
走
地
本
第
３
次

組
織
強
化
拡
大
方

針
の
策
定
に
む
け

た
議
論
を
踏
ま
え
、

各
単
組
の
運
動
の

前
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
そ
し

て
、「
安
保
関
連
法

案
」
の
強
行
採
決
に
見
ら
れ
る
『
数
を
力
』
に
政
策
を
強
引
に
押

し
進
め
る『
安
倍
政
権
』は
断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
政
権
を
国
民
に
取

り
戻
す
た
め
、
来
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
組
織
内
を
含
む
推

薦
候
補
者
の
勝
利
に
向
け
全
力
で
た
た
か
お
う
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、「
２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
」
な
ど
を
提
起
し
、
二
日

間
で
８
人
の
代
議
員
か
ら
の
発
言
で
議
案
に
対
す
る
補
強
が
行
わ

れ
、
全
体
で
今
後
１
年
間
を
た
た
か
っ
て
行
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。【質

疑
・討
論
】

◇

人
事
評
価
制
度
導
入
に
つ
い
て
（
大
矢
根
代
議
員
・
津
別
町

職
）
来
年
４
月
に
試
行
導
入
す
る
と
当
局
か
ら
提
案

さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
が
納
得
で
き
る
、
信
頼
で
き

る
制
度
を
求
め
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

◇

青
年
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
寺
田
代
議
員
・
美
幌
町
職

労
）
幹
事
会
の
場
所
を
固
定
せ
ず
開
催
す
る
な
ど
全

員
が
参
加
し
や
す
い
環
境
や
単
組
の
イ
ベ
ン
ト
に

四
役
が
参
加
す
る
な
ど
顔
の
見
え
る
取
り
組
み
も

進
め
て
き
た
。平
和
に
つ
い
て
の
学
習
会
や「
戦
争
さ

せ
な
い
」
取
り
組
み
な
ど
、
基
本
組
織
の
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
取
り
組
み
が
で
き
た
。
新
規
採
用
者
の
増
加
を
組
織
強
化

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
。

◇

秋
闘
～
国
の
押
し
つ
け
に
は
負
け
な
い
（
松
木
代
議
員
・
津

別
町
職
）国
の
情
勢
が
不
透
明
で
あ
り
、取
り
組
み
難

い
状
況
。
当
局
と
情
勢
を
共
有
し
国
に
よ
る
地
公
賃

金
削
減
の
強
要
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

◇

女
性
部
運
動
に
理
解
を
（
湊
代
議
員
・
置
戸
町
職
労
）
人
材

育
成
が
急
務
で
あ
る
が
、
単
組
に
よ
り
様
々
な
事
情
が
あ
り
難

し
い
面
が
あ
る
。
女
性
部
の
必
要
性
を
各
単
組
に
伝

え
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
第
一
歩
と
な
る
「
大
会
や
集

会
へ
の
参
加
」
を
呼
び
か
け
た
い
。
ま
た
、
女
性
部

運
動
の
強
化
は
、「
男
女
と
も
」
運
動
の
推
進
に
も
つ
な

が
り
、
基
本
組
合
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
。
立
ち
止
ま
ら
ず
、

前
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◇

市
長
選
の
支
援
に
感
謝
（
高
井
代
議
員
・
北
見
市
労
連
）
市

長
選
・
市
議
補
選
に
つ
い
て
、
連
合
推
薦
候
補
を
単

組
と
し
て
推
薦
決
定
し
た
。連
休
も
あ
り
超
短
期
決

戦
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
が
、と
も
に
完
勝
で
き
た
。

こ
の
間
の
支
援
に
感
謝
。
ま
た
、
確
定
闘
争
に
つ
い

て
は
、
こ
の
春
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
を
導
入
さ
せ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
は
難
し
い

た
た
か
い
と
な
る
。

◇

市
町
村
共
済
組
合
制
度
・
職
能
評
議
会
福
祉
施
設
部
会
に
つ

い
て
（
近
藤
代
議
員
・
北
見
市
労
連
）
２
０
１
５
年
度
よ
り
被

用
者
年
金
制
度
が
一
元
化
さ
れ
た
。
標
準
報
酬
制
に
よ
り
掛
金

が
大
幅
に
増
額
と
な
っ
た
組
合
員
が
い
る
。
４
月
か
ら
６
月
は

繁
忙
期
の
一
時
的
な
給
料
等
の
増
額
と
な
る
が
、
救

済
措
置
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
福
祉
施
設
部
会
が
社

会
福
祉
部
会
と
な
っ
た
が
、
道
本
部
で
は
介
護
部
会

を
新
設
し
た
。
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
全
単
組
に

関
わ
る
課
題
も
あ
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
参
画
を
含
め
、
今

後
に
む
け
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

賃
金
確
定
闘
争
に
つ
い
て
（
池
代
議
員
・
全
道
庁
網
走
総
支

部
）
全
道
庁
と
し
て
23
日
～
24
日
の
定
期
大
会
で
方
針
決

定
し
た
。
副
知
事
交
渉
を
経
て
18
日
を
ヤ
マ
場
に
た
た
か
う
。

「
大
型
は
が
き
」
は
交
渉
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
る
。

17
年
間
続
い
て
い
る
独
自
削
減
を
や
め
さ
せ
る
。

ま
た
、
安
保
関
連
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
た
。
組
合

員
の
多
く
は
選
挙
の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
来
夏
ま
で

の
間
、
学
習
会
や
安
保
法
案
に
対
す
る
思
い
を
風
化
さ
せ
な
い

取
り
組
み
が
必
要
。

地
本
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

２０１５年 

１１月２日 

自治労北海道 

網走地方本部 

2016 第１号 

組
合
員
の
生
活
維
持
・改
善
を

実
現
し
よ
う
!!

闘
争
勝
利
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◇

青
年
部
活
動
へ
支
援
を
（
笹
峯
代
議
員
・
斜
里
町
労
連
）
各

単
組
か
ら
道
本
部
青
年
部
の
機
関
会
議
な
ど
へ
の
参
加

が
少
な
く
、
固
定
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
参
加
体
制

を
築
く
た
め
に
は
基
本
組
合
の
支
援
の
有
無
が
大
き

い
。
次
代
を
担
う
青
年
部
に
対
す
る
更
な
る
ご
理
解
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

【執
行
部
（地
方
本
部
）答
弁
】

①
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
基
本
姿
勢
は
導
入
反
対
。
法
改
正
に

よ
り
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
26
日
提
出
す
る
要
求
書
に

よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
当
局
の
姿
勢
の
確
認
を
。
②
青
年

部
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
白
地
が
目
立
っ
て
い
た
横
断
幕
も
ど
ん
ど
ん
書
き
込
み

が
増
え
、多
く
の
方
々
に「
戦
争
反
対
」へ
の
理
解
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
各
単
組
で
は
青
年
部
の
現
状
を
認
識
し
、
担
い
手
育
成
の

た
め
に
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
③
秋
闘
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
勧
告
の
問
題
点
を
当
局
と
認
識
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

そ
の
上
で
、
道
本
部
・
地
方
本
部
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。
④
女
性
部
に
つ
い
て
、
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
女
性
の
労
働
環
境
に
関
わ
る
法
整
備
な
ど
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
単
組
で
の
課
題
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
学
習
を
通
じ
た
「
き
づ
き
」
か
ら
運
動
の
前

進
を
。
⑤
選
挙
闘
争
は
、
そ
の
時
々
の
情
勢
は
あ
る
が
、
制
度
政

策
の
実
現
の
た
め
に
日
頃
か
ら
の
学
習
な
ど
を
通
じ
て
取
り
組
み

の
浸
透
が
必
要
。
⑥
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
は
道
本
部
・
地

方
本
部
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。
⑦
福
祉
施
設
部
会
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
部
会
に
改
編
し
、
福
祉
に
つ
い
て
の
議
論
を
し

て
い
く
。
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
１

年
間
の
議
論
を
通
じ
、
必
要
な
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。
⑦
大

型
ハ
ガ
キ
の
取
り
組
み
は
、
自
治
労
と
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
多
く
の
組
合
員
の
思
い
を
当
局
に
ぶ
つ
け
る
絶

好
の
機
会
に
な
る
。
⑧
安
保
関
連
法
の
取
り
組
み
は
、
若
年
層
を

始
め
、
多
く
の
人
た
ち
が
強
行
採
決
に
対
し
て
選
挙
の
重
要
性
に

気
づ
い
た
。
が
、
し
か
し
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
そ
の
と
き
の
思

い
を
来
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
ま
で
持
続
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ

の
時
だ
け
と
な
ら
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
学
習
会
等
を
通
じ
て
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
。

【道
本
部
答
弁
】

①
標
準
報
酬
制
に
つ
い
て
は
、
こ
の
10
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
制
度
移
行
期
の
た
め
、
６
月
の
給
料
月
額
・
扶
養
手

当
・
通
勤
手
当
・
時
間
外
手
当
な
ど
の
合
計
額
を
基
準
表
に
あ
て

は
め
、
標
準
報
酬
が
決
定
さ
れ
る
。
通
常
は
４
月
か
ら
６
月
の
報

酬
額
を
３
で
除
し
て
基
準
表
に
あ
て
は
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
た

ま
た
ま
そ
の
時
期
に
時
間
外
が
多
か
っ
た
場
合
な
ど
、
申
し
立
て

す
る
こ
と
に
よ
り
見
直
し
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
②
男
女
が
と
も

に
担
う
第
４
次
推
進
計
画
が
本
年
度
総
括
す
る
こ
と
と
な
る
。
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
新
た
な
計
画
策
定
に
つ
な
げ

て
い
き
、
組
織
強
化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。
③
青
年
部
に
つ
い

て
は
、
こ
の
間
の
採
用
抑
制
な
ど
か
ら
中
間
層
が
薄
く
、
運
動
の

継
続
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
組
織
的

な
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

※
こ
の
大
会
で
決
ま
っ
て
い
な
い
役
員
は
氏
名
報
告
後
の
直
近
の
機
関
会

議
で
承
認

会

計

監

査(

3

)

執

行

委

員(

8

)

書

記

次

長(

4

)

書

記

長

副
執
行
委
員
長(

5)

執

行

委

員

長

唯
野

雅
憲

竹
岡

亮

選
出
中

選
出
中

選
出
中

有
岡

大
輔

原
田

唯
愛

選
出
中

卜
部

恵
司

佐
藤

知
佳
子

渡
辺

豪

選
出
中

選
出
中

中
西

厳
太

立
花

良
行

選
出
中

選
出
中

森

智
基

山
田

新
治

土
田

美
登
里

武
山

和
史

遠
軽
町
労
連

網
走
市
労
連

全
道
庁
網
走
総
支
部

（
職
能
評
議
会
事
務
局
長
）

（
自
治
研
推
進
委
員
会
）

西
興
部
村
職

興
部
町
職

遠
軽
町
労
連

訓
子
府
町
職

清
里
町
職

大
空
町
職

（
女
性
部
）

（
青
年
部
）

雄
武
町
職

美
幌
町
職
労

（
職
能
評
議
会
議
長
）

全
道
庁
網
走
総
支
部

佐
呂
間
町
職

津
別
町
職

北
見
市
労
連

斜
里
町
労
連

太
田

功

三
浦

亨

中
村

秀
人

山
木

紀
彦

三
浦

正
一

高
柳

薫

北
見
市
労
連

北
見
市
労
連

網
走
市
労
連

遠
軽
町
労
連

斜
里
町
労
連

遠
軽
町
労
連

連
合
北
海
道
網
走
地
域
協
議
会
事
務
局
長

自
治
労
北
海
道
本
部
執
行
委
員

自
治
労
北
海
道
本
部
執
行
委
員

自
治
労
北
海
道
本
部
財
政
局
長

自
治
労
北
海
道
本
部
特
別
執
行
委
員
、

自
治
労
共
済
生
協
常
務
理
事

自
治
労
北
海
道
本
部
特
別
執
行
委
員

北
海
道
労
働
金
庫
理
事
長

【
特
別
執
行
委
員
】

賃金確定闘争スケジュール 
☆回 答 指 定 日   11 月４日(水) 

☆重点交渉期間   11 月５日(木)～11 月 17 日(火) 

☆組 合 旗 掲 揚   10 月 26 日(月)～闘争終結まで 

☆腕 章 着 用   11 月 13 日(金)～闘争終結まで 

☆超 勤 拒 否   11 月 17 日(火)～11 月 18 日(水)

☆出張・諸会議拒否 11 月 18 日(水) 

☆道本部統一行動日 11 月 18 日(水)１時間ストライキ
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